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と労力を要したとされています（同大学の環境安全報告書  2016 より）。 
反面教師として理解すべき側面であるとともに、どこでも起こり得る側面もあることを認識する
ことも必要であるように思います。つまり、研究機関の各研究室には、その時点で所属する研究者
や関係者が認識できていないストックがあること、そうした個別のストック一つ一つの性状を確認
する作業は容易でないこと、そうした外からは見えにくい細かな作業からは人は逃れたいという心
理が働くことを認識する必要があるのではないでしょうか。そうした認識があり得るとしても、水
銀汚染は回避すべきこととしてとらえなければならないのでしょう。 
温室効果ガス（ＧＨＧ）などの地球環境問題に焦点が当たる一方、地域の環境問題は依然として
重要です。この水銀問題とともに、直近の学内で発生している実験排水のジクロロメタン問題につ
いても、今回の環境保全では解説しています。参考にしていただければ幸いです。 
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